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1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

3:中等度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 6:非常に高度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 6:非常に高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

6:非常に高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

平成24年12月20日

現在、ほぼ疎通のとれない状況の為本人の意向を確認する手段がない。 H24.９．３　までは次姉が保護者となっていたが、次姉の体調不良により、市
長同意となった。他に頼れる家族はいない。
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本人の意向 家族の意向

骨盤骨折後、車椅子生活となった。ほぼ全てにおいて介助を要す。幻覚妄想状態・統合失調症等残遺状態にあり、ほぼ疎通がとれず、いきなり怒り出すこと
等もある。食事は唾液量が多く、嚥下困難等あり全粥・副食ミキサー。自力で摂取可能な時もあるが、介助が必要な場合もある。水分はむせること多く、トロミを
つけている。現在イレウスの為、絶食・点滴実施中。薬のみトロミをつけた水で服用している。膀胱炎もあり、抗生剤を服用中。総蛋白・アルブミン↓してきてい
るが、レントゲン上イレウス改善せず、経口開始できない状態。
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 生年月　 : 1945年8月
 

 年齢　　 ：67歳

既往歴　 ：昭和44年胃潰瘍にて2/3胃切除　　昭和58年・60年イレウスにて手
 術　　H21年骨盤骨折　　現在イレウスにて治療中

 

生活歴 ：同胞4人の第4子、二男として出生。幼少期に特に問題はなかっ
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阻害因子

促進因子  

 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：イレウス
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

生活歴  ：同胞4人の第4子、二男として出生。幼少期に特に問題はなかっ
た。中学を成績下位にて卒業後、会社勤めをするが2・3年の間に10か所ほど変
わり長く続かず、以後仕事もせず勉強と言い本を買い込んでは夜遅くまで起き

 ている生活となった。
 

現病歴　 ：無為自閉、思考障害、不眠出現し、第1回目の入院となり、以後入
退院を繰り返し、5回目の任意入院中、平成11年不穏・自殺企図・脱衣行為・
無断離院等症状激しくなり医療保護入院となる。以後も支離滅裂・奇異行為・
脱衣行為・疎通不良等激しく隔離処遇となる。平成21年骨盤骨折後は車椅子生

 活となり、ほぼ全介助の状態にある。
 

入院歴　 ：昭和40年2月9日～43年12月28日　　昭和44年1月14日～44年12月22
日　　昭和45年1月9日～58年12月17日　　昭和58年12月26日～60年4月10日

 昭和60年4月22日～現在
 

 その他（趣味・嗜好など）：特になし
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

3:中等度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 6:非常に高度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 6:非常に高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

6:非常に高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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17.高揚気分

18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

平成24年12月20日

現在、ほぼ疎通のとれない状況の為本人の意向を確認する手段がない。 H24.９．３　までは次姉が保護者となっていたが、次姉の体調不良により、市
長同意となった。他に頼れる家族はいない。

1244

本人の意向 家族の意向

骨盤骨折後、車椅子生活となった。ほぼ全てにおいて介助を要す。幻覚妄想状態・統合失調症等残遺状態にあり、ほぼ疎通がとれず、いきなり怒り出すこと
等もある。食事は唾液量が多く、嚥下困難等あり全粥・副食ミキサー。自力で摂取可能な時もあるが、介助が必要な場合もある。水分はむせること多く、トロミを
つけている。現在イレウスの為、絶食・点滴実施中。薬のみトロミをつけた水で服用している。膀胱炎もあり、抗生剤を服用中。総蛋白・アルブミン↓してきてい
るが、レントゲン上イレウス改善せず、経口開始できない状態。
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 生年月　 : 1945年8月
 

 年齢　　 ：67歳

既往歴　 ：昭和44年胃潰瘍にて2/3胃切除　　昭和58年・60年イレウスにて手
 術　　H21年骨盤骨折　　現在イレウスにて治療中
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阻害因子
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：イレウス
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

生活歴  ：同胞4人の第4子、二男として出生。幼少期に特に問題はなかっ
た。中学を成績下位にて卒業後、会社勤めをするが2・3年の間に10か所ほど変
わり長く続かず、以後仕事もせず勉強と言い本を買い込んでは夜遅くまで起き

 ている生活となった。
 

現病歴　 ：無為自閉、思考障害、不眠出現し、第1回目の入院となり、以後入
退院を繰り返し、5回目の任意入院中、平成11年不穏・自殺企図・脱衣行為・
無断離院等症状激しくなり医療保護入院となる。以後も支離滅裂・奇異行為・
脱衣行為・疎通不良等激しく隔離処遇となる。平成21年骨盤骨折後は車椅子生

 活となり、ほぼ全介助の状態にある。
 

入院歴　 ：昭和40年2月9日～43年12月28日　　昭和44年1月14日～44年12月22
日　　昭和45年1月9日～58年12月17日　　昭和58年12月26日～60年4月10日

 昭和60年4月22日～現在
 

 その他（趣味・嗜好など）：特になし
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Ⅳ．環境因子　評価点 [９．非該当]は、便宜上、阻害因子としてグラフ化しています
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

6:非常に高度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 2:軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

3:中等度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 3:中等度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

5:高度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

5:高度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 6:非常に高度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 6:非常に高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

6:非常に高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 4:やや高度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 3:中等度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

保護者は弟で東京在住。身体を悪くし、遠出の出来る状態でなく、家政婦が
指示されて週に一回程度面会に来る。老人施設への話を今後家族へしてい
く方向となっている。

10902

平成24年12月25日

非常に短い会話は可能だが、幻覚妄想に支配されている時間が長く、本人
の想いを聞くことは難しい。聞いた事にわからないと答えることもあるが、全く
聞いたことと違う内容になってしまうことの方が多い。「ここにいていいでしょ」
と言ったりもする。帰りたいという発言はない。

本人の意向 家族の意向

平成15年に大腿骨頚部骨折しているが、手術後歩く事もでき、移動動作は自力にて可能。フラツキはあるため、転倒のリスクは高い。幻覚妄想激しく、食事に
集中できないのか、偏食なだけか、病院食はほとんど食べないため、捕食がメインとなっている。家族への説明をし、家政婦が買って来たもののほかに食べ物
を購入している。経済的な不安はない。血液データ上、低栄養はないが、BMIは14と低い。

本人の意向 家族の意向
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 生年月　 : 1947年5月
 

 年齢　　 ：65歳

 既往歴　 ：平成15年　右大腿部頚部骨折にて転院
 

生活歴　 ：両親により養育。同胞6名中の第５子。高卒後就労せず自宅（裕福
な家庭環境）で過ごす。
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：B型肝炎
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 な家庭環境）で過ごす。
 

現病歴　 ：平成8年に父親他界から、治療中断となる。徐々に不調となり、玄
関先で大声出すこと度々で近所でも有名人だった様。大声の出す時間が長くな
り、食事も摂れなくなっていき、排泄も垂れ流し状態にて当院1回目の入院と

 なる
 

入院歴　 ：昭和43年八王子の多摩病院初診し、以後入退院を繰り返す。①昭
和43年12月28日～昭和44年4月2日②昭和44年6月14日～9月2日③昭和51年3月22
日～4月13日④昭和54年8月10日～8月20日　当院：平成13年4月15日～平成15年

 4月30日　平成15年5月1日～現在
 

 その他（趣味・嗜好など）：特になし
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Ⅳ．環境因子　評価点 [９．非該当]は、便宜上、阻害因子としてグラフ化しています
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

6:非常に高度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 2:軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

3:中等度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 3:中等度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

5:高度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

5:高度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 6:非常に高度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 6:非常に高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

6:非常に高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 4:やや高度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 3:中等度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
1.心気的訴え

2.不安

3.感情的ひきこもり

4.思考解体

5.罪業感

6.緊張

7.衒気的な行動や姿勢

8.誇大性

9.抑うつ気分

10.敵意

11.疑惑

12.幻覚

13.運動減退

14.非協調性

15.思考内容の異常

16.情動鈍麻もしくは

不適切な情動

17.高揚気分

18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

保護者は弟で東京在住。身体を悪くし、遠出の出来る状態でなく、家政婦が
指示されて週に一回程度面会に来る。老人施設への話を今後家族へしてい
く方向となっている。

10902

平成24年12月25日

非常に短い会話は可能だが、幻覚妄想に支配されている時間が長く、本人
の想いを聞くことは難しい。聞いた事にわからないと答えることもあるが、全く
聞いたことと違う内容になってしまうことの方が多い。「ここにいていいでしょ」
と言ったりもする。帰りたいという発言はない。

本人の意向 家族の意向

平成15年に大腿骨頚部骨折しているが、手術後歩く事もでき、移動動作は自力にて可能。フラツキはあるため、転倒のリスクは高い。幻覚妄想激しく、食事に
集中できないのか、偏食なだけか、病院食はほとんど食べないため、捕食がメインとなっている。家族への説明をし、家政婦が買って来たもののほかに食べ物
を購入している。経済的な不安はない。血液データ上、低栄養はないが、BMIは14と低い。
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健康状態

9 9 9
心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３ 音声と発
７．神経筋骨

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発
７ 運動に関

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケ シ ン

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

9

 生年月　 : 1947年5月
 

 年齢　　 ：65歳

 既往歴　 ：平成15年　右大腿部頚部骨折にて転院
 

生活歴　 ：両親により養育。同胞6名中の第５子。高卒後就労せず自宅（裕福
な家庭環境）で過ごす。

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

１．製品と

用具

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：B型肝炎
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 な家庭環境）で過ごす。
 

現病歴　 ：平成8年に父親他界から、治療中断となる。徐々に不調となり、玄
関先で大声出すこと度々で近所でも有名人だった様。大声の出す時間が長くな
り、食事も摂れなくなっていき、排泄も垂れ流し状態にて当院1回目の入院と

 なる
 

入院歴　 ：昭和43年八王子の多摩病院初診し、以後入退院を繰り返す。①昭
和43年12月28日～昭和44年4月2日②昭和44年6月14日～9月2日③昭和51年3月22
日～4月13日④昭和54年8月10日～8月20日　当院：平成13年4月15日～平成15年

 4月30日　平成15年5月1日～現在
 

 その他（趣味・嗜好など）：特になし
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Ⅳ．環境因子　評価点 [９．非該当]は、便宜上、阻害因子としてグラフ化しています
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 2:軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 2:軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

2:軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 2:軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

2:軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 2:軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 6239

平成24年12月27日
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 生年月　 : 1945年6月
 

 年齢　　 ：67歳

 既往歴　 ：特になし
 

 生活歴　 ：定時制高校中退。その後詳細不明
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：特になし
 

現病歴　 ：昭和40年３月２６日被害妄想、希死念慮等あり初診。症状増悪し
 昭和43年入院。以後ずっと入院している。

 

 入院歴　 ：昭和43年～
 

その他（趣味・嗜好など）：自閉的に過ごしている。食事を食べる、トイレに
 行くなどは自分でできる。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 2:軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 2:軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

2:軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 2:軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

2:軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 2:軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 6239

平成24年12月27日
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 生年月　 : 1945年6月
 

 年齢　　 ：67歳

 既往歴　 ：特になし
 

 生活歴　 ：定時制高校中退。その後詳細不明
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：特になし
 

現病歴　 ：昭和40年３月２６日被害妄想、希死念慮等あり初診。症状増悪し
 昭和43年入院。以後ずっと入院している。

 

 入院歴　 ：昭和43年～
 

その他（趣味・嗜好など）：自閉的に過ごしている。食事を食べる、トイレに
 行くなどは自分でできる。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

4:やや高度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

3:中等度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 5:高度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 5:高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

5:高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 生年月　 : 1942年11月
 

 年齢　　 ：70歳

現病歴　 ：昭和48年ごろ発症。幻覚妄想活発で入退院を繰り返す。直近では
 H19.11～入院し現在も入院中である。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 精神障害手帳：　２級
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

4:やや高度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

3:中等度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 5:高度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 5:高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

5:高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 生年月　 : 1942年11月
 

 年齢　　 ：70歳

現病歴　 ：昭和48年ごろ発症。幻覚妄想活発で入退院を繰り返す。直近では
 H19.11～入院し現在も入院中である。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 精神障害手帳：　２級
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

1:ごく軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 2:軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

2:軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

2:軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 1:ごく軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 主病名　 ：統合失調症
 

合併症　 ：心筋障害、慢性肝炎、パーキン
ソン症候群、不眠症、末梢神経障害、高脂
血症、甲状腺機能低下症、糖尿病、外痔

 核、白内障、白癬
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

1:ごく軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 2:軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

2:軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

2:軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 1:ごく軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付
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平成24年12月19日
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

合併症　 ：心筋障害、慢性肝炎、パーキン
ソン症候群、不眠症、末梢神経障害、高脂
血症、甲状腺機能低下症、糖尿病、外痔

 核、白内障、白癬
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 5:高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 4:やや高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

2:軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 2:軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 生年月　 : 1939年4月
 

 年齢　　 ：73歳

 既往歴　 ：生後7カ月に脳膜炎を患い、その後発育の遅れが目立った。
 

生活歴　 ：大阪で生まれ育つ。三人兄弟の第一子。難産。
何をやっても不器用でのろい。幼児期は父が出征して不在がち。帰ってきても
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

合併症　 ：心筋疾患　てんかん　脂質異常
 症　高血圧症　甲状腺機能低下症

 

 精神障害手帳：　２級
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

何をやっても不器用でのろい。幼児期は父が出征して不在がち。帰ってきても
父になつかず、父も子供に対して愛情薄く子供のことは母親任せであった。就
学したが授業についていけず、中学は入ったその年の5月に養護施設に入所す
る。収容できない年齢に達した時、家に引き取られる。何をやってもどんくさ
いので、父は顔を見ると小言をいい、本人との関係は悪かった。まもなく弟が
腎臓を悪くして死亡。妹は結婚して家をでたため、両親二人きりとなる。両親
の仲は良くなく母親は本人のことがあるから一緒に暮らしているだけと言う。
妹は男児を出産したが、父は今日まで一度としてその孫を抱いたことはない。
その後妹は離婚したが、家には帰ってこず、京都で子供と二人で暮らしてい
る。
 

 

現病歴　 ：昭和36年22歳のとき、製材所に就職するも長続きせず。そのうち
弟のものを取って散らかしたり、家を出て帰らないことがあったため、昭和37
年国立大阪を受診。その後、症状悪化したため、昭和37年4月14日当院に入院

 する。
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 入院歴　 ：昭和37年4月14日当院に入院する。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 5:高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 4:やや高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

2:軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 2:軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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4
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 生年月　 : 1939年4月
 

 年齢　　 ：73歳

 既往歴　 ：生後7カ月に脳膜炎を患い、その後発育の遅れが目立った。
 

生活歴　 ：大阪で生まれ育つ。三人兄弟の第一子。難産。
何をやっても不器用でのろい。幼児期は父が出征して不在がち。帰ってきても
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促進因子  

 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

合併症　 ：心筋疾患　てんかん　脂質異常
 症　高血圧症　甲状腺機能低下症

 

 精神障害手帳：　２級
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

何をやっても不器用でのろい。幼児期は父が出征して不在がち。帰ってきても
父になつかず、父も子供に対して愛情薄く子供のことは母親任せであった。就
学したが授業についていけず、中学は入ったその年の5月に養護施設に入所す
る。収容できない年齢に達した時、家に引き取られる。何をやってもどんくさ
いので、父は顔を見ると小言をいい、本人との関係は悪かった。まもなく弟が
腎臓を悪くして死亡。妹は結婚して家をでたため、両親二人きりとなる。両親
の仲は良くなく母親は本人のことがあるから一緒に暮らしているだけと言う。
妹は男児を出産したが、父は今日まで一度としてその孫を抱いたことはない。
その後妹は離婚したが、家には帰ってこず、京都で子供と二人で暮らしてい
る。
 

 

現病歴　 ：昭和36年22歳のとき、製材所に就職するも長続きせず。そのうち
弟のものを取って散らかしたり、家を出て帰らないことがあったため、昭和37
年国立大阪を受診。その後、症状悪化したため、昭和37年4月14日当院に入院

 する。
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 入院歴　 ：昭和37年4月14日当院に入院する。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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4
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 生年月　 : 1945年9月
 

 年齢　　 ：67歳

生活歴　 ：両親は養育には無関心で、実兄も6歳には,自分の小遣いは自分で
稼がざるを得ない環境に育った。本人は,１歳半時にひきつけを起こしたが未
治療で経過し、精神神経面の発育は遅れ,言語の獲得はできていない。成長し
てからは外出して何日も帰らず、無賃乗車、窃盗により警察に保護されること

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

１．製品と

用具

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子  

 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：精神発達遅滞症
 

合併症　 ：てんかん　高血圧症　下肢拘縮
 統合失調症　鉄欠乏性貧血　結膜炎　

 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

てからは外出して何日も帰らず、無賃乗車、窃盗により警察に保護されること
があった。

 　
 

入院歴　 ：昭和39年6月に小阪病院入院。その後、身体疾患のため、他院に短
期間入院したことがあるが、平成5年5月末より再入院している。平成5年以降
は、突如時計を他人に提示する行動がみられ、放尿・放便があり、自分のこぶ
しを口にいれて,顎をはずしてしまう行動もみられる。奇声をあげ興奮状態と

 なることも多くなり、平成12年5月22日より医療保護入院としている。
 

 その他（趣味・嗜好など）：嗜好品　茶
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4
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 生年月　 : 1945年9月
 

 年齢　　 ：67歳

生活歴　 ：両親は養育には無関心で、実兄も6歳には,自分の小遣いは自分で
稼がざるを得ない環境に育った。本人は,１歳半時にひきつけを起こしたが未
治療で経過し、精神神経面の発育は遅れ,言語の獲得はできていない。成長し
てからは外出して何日も帰らず、無賃乗車、窃盗により警察に保護されること
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阻害因子

促進因子  

 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：精神発達遅滞症
 

合併症　 ：てんかん　高血圧症　下肢拘縮
 統合失調症　鉄欠乏性貧血　結膜炎　

 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

てからは外出して何日も帰らず、無賃乗車、窃盗により警察に保護されること
があった。

 　
 

入院歴　 ：昭和39年6月に小阪病院入院。その後、身体疾患のため、他院に短
期間入院したことがあるが、平成5年5月末より再入院している。平成5年以降
は、突如時計を他人に提示する行動がみられ、放尿・放便があり、自分のこぶ
しを口にいれて,顎をはずしてしまう行動もみられる。奇声をあげ興奮状態と

 なることも多くなり、平成12年5月22日より医療保護入院としている。
 

 その他（趣味・嗜好など）：嗜好品　茶
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

6:非常に高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

3:中等度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 2:軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 5:高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 2:軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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4

6
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 年齢　　 ：80歳
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

合併症　 ：便秘症　腰痛症　鉄欠乏性貧血
 皮膚そう痒症　

 

 障害者手帳：不明
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

年９月に約２週間のが合併症によると思われる転院以外は継続して入院してい
る。
 

 

 その他（趣味・嗜好など）：嗜好品　たばこ　コーヒー
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

6:非常に高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

3:中等度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 2:軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 5:高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 2:軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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6
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 65110

平成24年10月1日
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 生年月　 : 1932年3月
 

 年齢　　 ：80歳

 既往歴　 ：発病時の様子など詳細は一切不明。
 

入院歴　 ：当院には昭和３４年１月よりに２日間入院し３７年からは、６１
年９月に約２週間のが合併症によると思われる転院以外は継続して入院してい
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

合併症　 ：便秘症　腰痛症　鉄欠乏性貧血
 皮膚そう痒症　

 

 障害者手帳：不明
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

年９月に約２週間のが合併症によると思われる転院以外は継続して入院してい
る。
 

 

 その他（趣味・嗜好など）：嗜好品　たばこ　コーヒー
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 2:軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

5:高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
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18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 1

平成24年12月18日

統合失調残遺状態で自らの意思を適切に伝えることは出来ないため不明。 身寄りなし。

本人の意向 家族の意向

身体的な異常は認めない。食思も良好である。

本人の意向 家族の意向

健康状態
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 既往歴　 ：梅毒
 

 生活歴　 ：詳細不明
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　生活保護
 

現病歴　 ：昭和27年初め頃より異常行動、衝動行為がみられ、昭和29年7月29
日に当院に入院。入院後、無言で過ごすことが多く、他人との交流は殆どみら

 れなかった。
 

 入院歴　 ：昭和29年7月29日より現在まで当院入院中。
 

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子

Ⅳ．環境因子　評価点 [９．非該当]は、便宜上、阻害因子としてグラフ化しています

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子

266



BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 2:軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

5:高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 1

平成24年12月18日

統合失調残遺状態で自らの意思を適切に伝えることは出来ないため不明。 身寄りなし。

本人の意向 家族の意向

身体的な異常は認めない。食思も良好である。

本人の意向 家族の意向

健康状態

9 9 9
心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３ 音声と発
７．神経筋骨

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発
７ 運動に関

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケ シ ン

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

9
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 年齢　　 ：89歳

 既往歴　 ：梅毒
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心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

１．製品と

用具

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子  

 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　生活保護
 

現病歴　 ：昭和27年初め頃より異常行動、衝動行為がみられ、昭和29年7月29
日に当院に入院。入院後、無言で過ごすことが多く、他人との交流は殆どみら

 れなかった。
 

 入院歴　 ：昭和29年7月29日より現在まで当院入院中。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

6:非常に高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

3:中等度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 2

平成24年12月18日
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 生年月　 : 1956年9月
 

 年齢　　 ：79歳

 既往歴　 ：特記事項なし
 

 生活歴　 ：中学卒業後、職を転々としていた。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

現病歴　 ：昭和31年9月12日入院。入院当初は無為自閉的で、独語・空笑も認
 められた。

 

 入院歴　 ：昭和31年9月12日より現在まで入院中。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

6:非常に高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

3:中等度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 2

平成24年12月18日
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 生年月　 : 1956年9月
 

 年齢　　 ：79歳

 既往歴　 ：特記事項なし
 

 生活歴　 ：中学卒業後、職を転々としていた。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

現病歴　 ：昭和31年9月12日入院。入院当初は無為自閉的で、独語・空笑も認
 められた。

 

 入院歴　 ：昭和31年9月12日より現在まで入院中。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

3:中等度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

4:やや高度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

4:やや高度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 3:中等度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

1:ごく軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

連絡がとれない。

3

平成24年12月18日

退院するつもりは全くなく当院でずっと過ごそうと考えている。退院をすすめ
ても泣いて抵抗し、いじわるすると被害的になる。
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 生年月　 : 1937年12月
 

 年齢　　 ：75歳

 既往歴　 ：特記すべきことなし。
 

生活歴　 ：7人兄弟の末子。中学卒業後、10年程職を転々とする。結婚歴な
し。
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害程度区分：　未申請
 

し。
 

現病歴　 ：S37頃より不眠がちとなり、奇異行動が目立ち拒食、被害関係妄想
が著しくなりS41.9.13当院初診、初回入院。その後、退院するもS43.9.21より

 入院中。
 

 入院歴　 ：S41.9.13－S42.12.9　　S43.9.21－現在
 

その他（趣味・嗜好など）：こだわりが強く過干渉。洗浄強迫がみられる。作
 業療法でDVDを見て楽しむ。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

3:中等度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

4:やや高度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

4:やや高度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 3:中等度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

1:ごく軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

連絡がとれない。

3

平成24年12月18日

退院するつもりは全くなく当院でずっと過ごそうと考えている。退院をすすめ
ても泣いて抵抗し、いじわるすると被害的になる。

本人の意向 家族の意向
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 生年月　 : 1937年12月
 

 年齢　　 ：75歳

 既往歴　 ：特記すべきことなし。
 

生活歴　 ：7人兄弟の末子。中学卒業後、10年程職を転々とする。結婚歴な
し。
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害程度区分：　未申請
 

し。
 

現病歴　 ：S37頃より不眠がちとなり、奇異行動が目立ち拒食、被害関係妄想
が著しくなりS41.9.13当院初診、初回入院。その後、退院するもS43.9.21より

 入院中。
 

 入院歴　 ：S41.9.13－S42.12.9　　S43.9.21－現在
 

その他（趣味・嗜好など）：こだわりが強く過干渉。洗浄強迫がみられる。作
 業療法でDVDを見て楽しむ。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 3:中等度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

3:中等度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

3:中等度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 2:軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 3:中等度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 2:軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

平成24年12月18日

退院して一人暮らしがしたい。しかし、まだその時期ではない。入院を継続し
て準備したい。

家族は没交渉。

4

本人の意向 家族の意向

軽度の肥満。運動能力は問題なし。
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 生年月　 : 1946年6月
 

 年齢　　 ：66歳

 既往歴　 ：特記事項なし
 

 生活歴　 ：中学卒業後、タクシー運転手23年間勤務。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 精神障害手帳：　２級
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

現病歴　 ：昭和45年１月より被害妄想が出現し、治療開始となった。退院し
 ては再入院を繰り返し現在に至る。

 

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子

Ⅳ．環境因子　評価点 [９．非該当]は、便宜上、阻害因子としてグラフ化しています

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子

272



BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

3:中等度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 3:中等度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

3:中等度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

3:中等度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 2:軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 3:中等度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 2:軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

平成24年12月18日

退院して一人暮らしがしたい。しかし、まだその時期ではない。入院を継続し
て準備したい。

家族は没交渉。

4

本人の意向 家族の意向

軽度の肥満。運動能力は問題なし。
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 生年月　 : 1946年6月
 

 年齢　　 ：66歳

 既往歴　 ：特記事項なし
 

 生活歴　 ：中学卒業後、タクシー運転手23年間勤務。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 精神障害手帳：　２級
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

現病歴　 ：昭和45年１月より被害妄想が出現し、治療開始となった。退院し
 ては再入院を繰り返し現在に至る。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 117072

平成24年12月20日

自由に過ごしたい。 連絡がつく家族がいない。

本人の意向 家族の意向

右股関節脱臼を繰り返し現在装具を新調し、装着にて再脱臼防止に努めているが、本人の自覚乏しく根気強い関わりが必要。
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 生年月　 : 1928年6月
 

 年齢　　 ：84歳

既往歴　 ：両大腿骨骨折にて骨頭置換術施行（H3年）
 左大腿部外果部骨折（H15年）

 

現病歴 ：発病はS25年11月頃。勤務先にてトラブル頻発、被害妄想活発とな

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

１．製品と

用具

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子  

 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：股関節脱臼、便秘症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　非該当
 

 経済（収入）：　公的年金
 

現病歴  ：発病はS25年11月頃。勤務先にてトラブル頻発、被害妄想活発とな
 り入退院を繰り返す。

 

 入院歴　 ：S26年～H24年まで16回入院歴あり。
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Ⅳ．環境因子　評価点 [９．非該当]は、便宜上、阻害因子としてグラフ化しています
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 117072

平成24年12月20日

自由に過ごしたい。 連絡がつく家族がいない。

本人の意向 家族の意向

右股関節脱臼を繰り返し現在装具を新調し、装着にて再脱臼防止に努めているが、本人の自覚乏しく根気強い関わりが必要。
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 生年月　 : 1928年6月
 

 年齢　　 ：84歳

既往歴　 ：両大腿骨骨折にて骨頭置換術施行（H3年）
 左大腿部外果部骨折（H15年）

 

現病歴 ：発病はS25年11月頃。勤務先にてトラブル頻発、被害妄想活発とな
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：股関節脱臼、便秘症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　非該当
 

 経済（収入）：　公的年金
 

現病歴  ：発病はS25年11月頃。勤務先にてトラブル頻発、被害妄想活発とな
 り入退院を繰り返す。

 

 入院歴　 ：S26年～H24年まで16回入院歴あり。
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Ⅳ．環境因子　評価点 [９．非該当]は、便宜上、阻害因子としてグラフ化しています
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 1:ごく軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 2:軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

3:中等度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

3:中等度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

4:やや高度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 3:中等度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

4:やや高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 4:やや高度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 3:中等度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 135828

平成24年12月14日

そやなENTはしたいけど無理やわ。年やし歩けんからなあと落ち着いて話
す。逆に受け答えも出来ない時もある。

姉妹も同じように高齢になってきているので関わることが出来ない。面会に行
けるが、世話をすることが出来ない。

本人の意向 家族の意向

身体的には筋力低下により歩行困難である。及び、消化器系の症状の嘔気がありスッキリしない状態。また、精神症状は陽性症状もみられ、日内変動が著し
い。
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 生年月　 : 1934年4月
 

 年齢　　 ：78歳

既往歴　 ：高脂血症、貧血、消化器疾患あるも現在治療していない。
 狭心症はフランドルテープにて治療中。

 

生活歴 ：７人兄弟にて７番目として生活、未婚。中学卒業後、自宅の店番
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：狭心症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

生活歴  ：７人兄弟にて７番目として生活、未婚。中学卒業後、自宅の店番
をしていた。また短期間事務員としても働いていた。友人はいたがあまり交流

 は無かった。
 

 現病歴　 ：統合失調症の治療中。
 

入院歴　 ：昭和31年6月から昭和32年7月　初回入院（当院）
昭和33年8月から昭和34年6月　2回目

 昭和38年4月から現在に至る
 

その他（趣味・嗜好など）：ファッションが好き
 あんパンが好物
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Ⅳ．環境因子　評価点 [９．非該当]は、便宜上、阻害因子としてグラフ化しています

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子

276



BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 1:ごく軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 2:軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

3:中等度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

3:中等度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

4:やや高度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 2:軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 3:中等度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

4:やや高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 4:やや高度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 3:中等度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 135828

平成24年12月14日

そやなENTはしたいけど無理やわ。年やし歩けんからなあと落ち着いて話
す。逆に受け答えも出来ない時もある。

姉妹も同じように高齢になってきているので関わることが出来ない。面会に行
けるが、世話をすることが出来ない。

本人の意向 家族の意向

身体的には筋力低下により歩行困難である。及び、消化器系の症状の嘔気がありスッキリしない状態。また、精神症状は陽性症状もみられ、日内変動が著し
い。
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 生年月　 : 1934年4月
 

 年齢　　 ：78歳

既往歴　 ：高脂血症、貧血、消化器疾患あるも現在治療していない。
 狭心症はフランドルテープにて治療中。

 

生活歴 ：７人兄弟にて７番目として生活、未婚。中学卒業後、自宅の店番
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：狭心症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

生活歴  ：７人兄弟にて７番目として生活、未婚。中学卒業後、自宅の店番
をしていた。また短期間事務員としても働いていた。友人はいたがあまり交流

 は無かった。
 

 現病歴　 ：統合失調症の治療中。
 

入院歴　 ：昭和31年6月から昭和32年7月　初回入院（当院）
昭和33年8月から昭和34年6月　2回目

 昭和38年4月から現在に至る
 

その他（趣味・嗜好など）：ファッションが好き
 あんパンが好物
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 0:症状なし

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

平成24年12月20日

話しかけにも反応鈍く、意思表示確認できず。 甥がキーパーソン。出来る限りの治療は望まれるが、本人が苦しむことはしな
い方向で希望される。

142778
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ほとんど臥床状態。胸水貯留あり。発熱繰り返し、全身状態は不良。
食事流動食摂取、全面介助必要。
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 生年月　 : 1922年8月
 

 年齢　　 ：90歳

 既往歴　 ：なし
 

生活歴　 ：2歳時養女として入籍、養育される。
家政女学校卒業、その他詳細不明。
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：てんかん性精神病
 

合併症　 ：脳梗塞後後遺症、高血圧症、慢
 性胃炎

 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　非該当
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 家政女学校卒業、その他詳細不明。
 

 現病歴　 ：昭和33年6月初診、10月入院。
 

 入院歴　 ：昭和33年10月入院。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 0:症状なし

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

平成24年12月20日

話しかけにも反応鈍く、意思表示確認できず。 甥がキーパーソン。出来る限りの治療は望まれるが、本人が苦しむことはしな
い方向で希望される。

142778
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ほとんど臥床状態。胸水貯留あり。発熱繰り返し、全身状態は不良。
食事流動食摂取、全面介助必要。
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 生年月　 : 1922年8月
 

 年齢　　 ：90歳

 既往歴　 ：なし
 

生活歴　 ：2歳時養女として入籍、養育される。
家政女学校卒業、その他詳細不明。
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：てんかん性精神病
 

合併症　 ：脳梗塞後後遺症、高血圧症、慢
 性胃炎

 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　非該当
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 家政女学校卒業、その他詳細不明。
 

 現病歴　 ：昭和33年6月初診、10月入院。
 

 入院歴　 ：昭和33年10月入院。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

1:ごく軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 1:ごく軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

1:ごく軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

平成24年12月14日

一人での生活は不安やから誰かと一緒なら早く退院したい、と言う。 入院中の関わり以上のことはできないが、高齢者の施設に入所できたら良い
と思う。（姉）

337323

本人の意向 家族の意向
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精神的には陰性症状あるも生活に支障をきたすものではない。
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 生年月　 : 1947年7月
 

 年齢　　 ：65歳

 既往歴　 ：平成2年7月天理よろず病院（精神科）約3か月入院歴あり。
 

生活歴　 ：高校卒業後、就職。親と同居していたが母親が病気になり、付き
添をしながら工場や事務などして働いていた。時には友人と旅行に行くことも
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：糖尿病
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　生活保護
 

添をしながら工場や事務などして働いていた。時には友人と旅行に行くことも
 あった。1度結婚し、離婚している。

 

現病歴　 ：統合失調中の治療中
 糖尿病の薬物・食事療養中

 

入院歴　 ：平成4年9月～平成5年1月　初回入院（当院）
平成5年4月～平成5年7月　2回目
平成8年9月～平成9年6月　3回目

 平成9年9月～現在に至る
 

その他（趣味・嗜好など）：趣味なし。
 くだもの（パイナップル）が好物。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

1:ごく軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 1:ごく軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

1:ごく軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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4
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

平成24年12月14日

一人での生活は不安やから誰かと一緒なら早く退院したい、と言う。 入院中の関わり以上のことはできないが、高齢者の施設に入所できたら良い
と思う。（姉）
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精神的には陰性症状あるも生活に支障をきたすものではない。
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 生年月　 : 1947年7月
 

 年齢　　 ：65歳

 既往歴　 ：平成2年7月天理よろず病院（精神科）約3か月入院歴あり。
 

生活歴　 ：高校卒業後、就職。親と同居していたが母親が病気になり、付き
添をしながら工場や事務などして働いていた。時には友人と旅行に行くことも
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：糖尿病
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　生活保護
 

添をしながら工場や事務などして働いていた。時には友人と旅行に行くことも
 あった。1度結婚し、離婚している。

 

現病歴　 ：統合失調中の治療中
 糖尿病の薬物・食事療養中

 

入院歴　 ：平成4年9月～平成5年1月　初回入院（当院）
平成5年4月～平成5年7月　2回目
平成8年9月～平成9年6月　3回目

 平成9年9月～現在に至る
 

その他（趣味・嗜好など）：趣味なし。
 くだもの（パイナップル）が好物。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

1:ごく軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 3:中等度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

4:やや高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

2:軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 983

平成24年12月22日

自分は健康であるから、透析などの治療は受けない。 本人の思うがままにさせてやりたい。

本人の意向 家族の意向

慢性腎不全が悪化し、心不全に至り今後、透析が必要になる。

本人の意向 家族の意向

健康状態
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 生年月　 : 1934年2月
 

 年齢　　 ：78歳

 生活歴　 ：Ｓ３２年頃に発症し、Ｓ３９年までの通院及び入院歴は不明。
 

 現病歴　 ：Ｓ３９年９月１日病的体験著明で当院に入院となる。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：慢性心不全　腎不全　腎性貧血
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 入院歴　 ：昭和３９年９月１日より入院し現在に至る。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

1:ごく軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 2:軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 3:中等度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

1:ごく軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

4:やや高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

2:軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 983

平成24年12月22日

自分は健康であるから、透析などの治療は受けない。 本人の思うがままにさせてやりたい。

本人の意向 家族の意向

慢性腎不全が悪化し、心不全に至り今後、透析が必要になる。

本人の意向 家族の意向

健康状態
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 生年月　 : 1934年2月
 

 年齢　　 ：78歳

 生活歴　 ：Ｓ３２年頃に発症し、Ｓ３９年までの通院及び入院歴は不明。
 

 現病歴　 ：Ｓ３９年９月１日病的体験著明で当院に入院となる。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：慢性心不全　腎不全　腎性貧血
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 入院歴　 ：昭和３９年９月１日より入院し現在に至る。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

6:非常に高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 4:やや高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

3:中等度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

2:軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 3:中等度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

4:やや高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
1.心気的訴え

2.不安

3.感情的ひきこもり

4.思考解体

5.罪業感

6.緊張

7.衒気的な行動や姿勢

8.誇大性

9.抑うつ気分

10.敵意

11.疑惑

12.幻覚

13.運動減退

14.非協調性

15.思考内容の異常

16.情動鈍麻もしくは

不適切な情動

17.高揚気分

18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 220

平成24年12月30日

本人の意向 家族の意向本人の意向 家族の意向

健康状態

9 9 9
心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３ 音声と発
７．神経筋骨

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発
７ 運動に関

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケ シ ン

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

9

 生年月　 : 1925年12月
 

 年齢　　 ：87歳

 既往歴　 ：誤嚥性肺炎を繰り返している。
 

 生活歴　 ：ソウル生まれ。中学校を卒業後、海軍経理学校を卒業した。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：全身衰弱
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

現病歴　 ：昭和２６年始め頃より、独語、多弁などで発症し当院に入院し
 た。

 

 入院歴　 ：s26.2.9-s26.7.18,   s27.7.30-s42.3.31,  s43.12.25-現在
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

1:ごく軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

6:非常に高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 4:やや高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

3:中等度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

2:軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 3:中等度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

4:やや高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
1.心気的訴え

2.不安

3.感情的ひきこもり

4.思考解体

5.罪業感

6.緊張

7.衒気的な行動や姿勢

8.誇大性

9.抑うつ気分

10.敵意

11.疑惑

12.幻覚

13.運動減退

14.非協調性

15.思考内容の異常

16.情動鈍麻もしくは

不適切な情動

17.高揚気分

18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 220

平成24年12月30日
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 生年月　 : 1925年12月
 

 年齢　　 ：87歳

 既往歴　 ：誤嚥性肺炎を繰り返している。
 

 生活歴　 ：ソウル生まれ。中学校を卒業後、海軍経理学校を卒業した。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：全身衰弱
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

現病歴　 ：昭和２６年始め頃より、独語、多弁などで発症し当院に入院し
 た。

 

 入院歴　 ：s26.2.9-s26.7.18,   s27.7.30-s42.3.31,  s43.12.25-現在
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 5:高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

2:軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

4:やや高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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17.高揚気分
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 生年月　 : 1937年11月
 

 年齢　　 ：75歳

 既往歴　 ：なし
 

生活歴　 ：6人きょうだいの6番目で出生。実母は本人を出産後に死亡し、継
母に養育された。短大を卒業したが職歴はない。結婚歴もない。昭和34年頃に
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阻害因子
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　なし
 

母に養育された。短大を卒業したが職歴はない。結婚歴もない。昭和34年頃に
 発病し、精神科に入院歴があるということだが、詳細は不明。

 

現病歴　 ：昭和37年4月頃より幻覚妄想が出現し滅裂状態となり、同年4月17
 日当院初診の上、同日当院入院となった。

 

入院歴　 ：当院以外の精神科病院に1回入院があるということだが、詳細は不
 明。

 

 その他（趣味・嗜好など）：特にない。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

3:中等度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 5:高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

2:軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 4:やや高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

4:やや高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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17.高揚気分

18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 1

平成24年12月15日
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 生年月　 : 1937年11月
 

 年齢　　 ：75歳

 既往歴　 ：なし
 

生活歴　 ：6人きょうだいの6番目で出生。実母は本人を出産後に死亡し、継
母に養育された。短大を卒業したが職歴はない。結婚歴もない。昭和34年頃に
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阻害因子
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：なし
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　なし
 

母に養育された。短大を卒業したが職歴はない。結婚歴もない。昭和34年頃に
 発病し、精神科に入院歴があるということだが、詳細は不明。

 

現病歴　 ：昭和37年4月頃より幻覚妄想が出現し滅裂状態となり、同年4月17
 日当院初診の上、同日当院入院となった。

 

入院歴　 ：当院以外の精神科病院に1回入院があるということだが、詳細は不
 明。

 

 その他（趣味・嗜好など）：特にない。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

6:非常に高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 5:高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

3:中等度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 0:症状なし

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 6:非常に高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 生年月　 : 1942年9月
 

 年齢　　 ：70歳

生活歴　 ：同胞1人、兄弟なし。中2の頃より自閉傾向で卒業後引きこもる。
 1963年より入院中。現在は両親死亡。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

現病歴  ：1955年頃発病
初診1963年3月29日
 

 

入院歴　 ：当院入院：1963年4月8日～措置入院→（1991年医療保護へ変更→
 1997年任意入院へ変更）
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

6:非常に高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 5:高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

3:中等度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 0:症状なし

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 6:非常に高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 生年月　 : 1942年9月
 

 年齢　　 ：70歳

生活歴　 ：同胞1人、兄弟なし。中2の頃より自閉傾向で卒業後引きこもる。
 1963年より入院中。現在は両親死亡。

 

現病歴 ：1955年頃発病
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

現病歴  ：1955年頃発病
初診1963年3月29日
 

 

入院歴　 ：当院入院：1963年4月8日～措置入院→（1991年医療保護へ変更→
 1997年任意入院へ変更）
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 2:軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

1:ごく軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 2

平成24年12月21日
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 生年月　 : 1924年9月
 

 年齢　　 ：88歳

既往歴　 ：1986年胆石手術（津山中央病院転院）
 

 

生活歴 ：国民学校、青年学校卒業
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

生活歴  ：国民学校、青年学校卒業
 卒業なし

 

現病歴　 ：1952年頃発症。外出、徘徊多かったが、次第に家に引きこもり独
 語、空笑など1956年より当院入院中。

 

入院歴　 ：1956年10月16日より当院へ1回目の入院～1986年6月13日
1986年7月24日（2回目）～1987年3月25日

 1987年4月6日（3回目）～現在入院中
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 2:軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

1:ごく軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 2

平成24年12月21日
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 生年月　 : 1924年9月
 

 年齢　　 ：88歳

既往歴　 ：1986年胆石手術（津山中央病院転院）
 

 

生活歴 ：国民学校、青年学校卒業
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

生活歴  ：国民学校、青年学校卒業
 卒業なし

 

現病歴　 ：1952年頃発症。外出、徘徊多かったが、次第に家に引きこもり独
 語、空笑など1956年より当院入院中。

 

入院歴　 ：1956年10月16日より当院へ1回目の入院～1986年6月13日
1986年7月24日（2回目）～1987年3月25日

 1987年4月6日（3回目）～現在入院中
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 0:症状なし

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

1:ごく軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
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18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 3

平成24年12月21日
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 生年月　 : 1944年8月
 

 年齢　　 ：68歳

生活歴　 ：同胞3人の長子。高校卒業後、営材署に勤務。
 精神変調をきたし、某精神科へ入院（1966年5月～1966年10月）退院後帰郷。

 

入院歴 ：初回入院、1966年5月～1966年10月
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 精神障害手帳：　２級
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

入院歴  ：初回入院、1966年5月～1966年10月
その後当院へ入退院を繰り返し、6回目の入院1995年4月18日（医療保護入院）

 ～当院へ現在入院中。2002年7月25日任意入院へ変更。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 0:症状なし

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

1:ごく軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 3

平成24年12月21日
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生活歴　 ：同胞3人の長子。高校卒業後、営材署に勤務。
 精神変調をきたし、某精神科へ入院（1966年5月～1966年10月）退院後帰郷。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 精神障害手帳：　２級
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

入院歴  ：初回入院、1966年5月～1966年10月
その後当院へ入退院を繰り返し、6回目の入院1995年4月18日（医療保護入院）

 ～当院へ現在入院中。2002年7月25日任意入院へ変更。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

1:ごく軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
1.心気的訴え

2.不安

3.感情的ひきこもり

4.思考解体

5.罪業感

6.緊張

7.衒気的な行動や姿勢

8.誇大性

9.抑うつ気分

10.敵意

11.疑惑

12.幻覚

13.運動減退

14.非協調性

15.思考内容の異常

16.情動鈍麻もしくは

不適切な情動

17.高揚気分

18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 4

平成24年12月25日

本人の意向 家族の意向本人の意向 家族の意向

健康状態

9 9 9
心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３ 音声と発
７．神経筋骨

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発
７ 運動に関

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケ シ ン

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

9

 生年月　 : 1944年11月
 

 年齢　　 ：68歳

生活歴　 ：同胞5人の末子。中卒後、美容師専門学校へ通学し、18歳で資格取
 得し美容師として勤務した。

 

現病歴 ：1970年前後で発症し入院歴あり。
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 現病歴  ：1970年前後で発症し入院歴あり。
 

入院歴　 ：1970年前後、大阪の某精神科4ヶ月程入院。
1974年以降、当院へ入退院を繰り返し、現在計17回目の入院。

 1993年12月～任意入院→2003年12月医療保護入院へ変更。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

3:中等度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

1:ごく軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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4
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 4

平成24年12月25日
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 生年月　 : 1944年11月
 

 年齢　　 ：68歳

生活歴　 ：同胞5人の末子。中卒後、美容師専門学校へ通学し、18歳で資格取
 得し美容師として勤務した。

 

現病歴 ：1970年前後で発症し入院歴あり。
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 現病歴  ：1970年前後で発症し入院歴あり。
 

入院歴　 ：1970年前後、大阪の某精神科4ヶ月程入院。
1974年以降、当院へ入退院を繰り返し、現在計17回目の入院。

 1993年12月～任意入院→2003年12月医療保護入院へ変更。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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4
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 5

平成24年12月25日
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9

 生年月　 : 1946年7月
 

 年齢　　 ：66歳

生活歴　 ：7人同胞の三女。
生来の知的障害のため義務教育を受けることができず、自宅にて療養。

 1960年精神科へ入院となり、現在も入院中。
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：精神遅滞
 

 合併症　 ：洞機能不全
 

 知的障害手帳：　Ａ
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

現病歴　 ：出生来十度の知的障害があり、初潮をみるころから著しく興奮し
始め、赤色を見て喜ぶようになる。火や血を好み、頻々と弄火をし、近隣を徘
徊して燃えている薪などを持ちまわったり、自分の手足を噛んで血を啜ったり

 するようになり、1960年6月8日当院へ入院となる。
 

入院歴　 ：1960年6月8日当院へ措置入院→1985年3月11日自由入院へ変更。
1989年4月10日より医療保護入院。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 3:中等度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

4:やや高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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4
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 5

平成24年12月25日
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 生年月　 : 1946年7月
 

 年齢　　 ：66歳

生活歴　 ：7人同胞の三女。
生来の知的障害のため義務教育を受けることができず、自宅にて療養。

 1960年精神科へ入院となり、現在も入院中。
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 性別　　 ：女
 

 主病名　 ：精神遅滞
 

 合併症　 ：洞機能不全
 

 知的障害手帳：　Ａ
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

現病歴　 ：出生来十度の知的障害があり、初潮をみるころから著しく興奮し
始め、赤色を見て喜ぶようになる。火や血を好み、頻々と弄火をし、近隣を徘
徊して燃えている薪などを持ちまわったり、自分の手足を噛んで血を啜ったり

 するようになり、1960年6月8日当院へ入院となる。
 

入院歴　 ：1960年6月8日当院へ措置入院→1985年3月11日自由入院へ変更。
1989年4月10日より医療保護入院。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 0:症状なし

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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4
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 6

平成24年12月25日
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 生年月　 : 1931年12月
 

 年齢　　 ：80歳

既往歴　 ：脳梗塞
 脳動脈硬化症

 

生活歴 ：同胞5人の4番目、父は死亡で兄弟とは疎遠。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：認知症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

生活歴  ：同胞5人の4番目、父は死亡で兄弟とは疎遠。
 

現病歴　 ：当院、1957年9月より入院中。入院形態は不明。
 （1988年9月10日～医療保護入院へ変更した）

 

 入院歴　 ：1953年1月～1954年8月、某精神科へ入院歴あるが詳細不明。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 0:症状なし

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

0:症状なし

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 6

平成24年12月25日
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 生年月　 : 1931年12月
 

 年齢　　 ：80歳

既往歴　 ：脳梗塞
 脳動脈硬化症

 

生活歴 ：同胞5人の4番目、父は死亡で兄弟とは疎遠。

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

１．製品と

用具

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子  

 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：認知症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

生活歴  ：同胞5人の4番目、父は死亡で兄弟とは疎遠。
 

現病歴　 ：当院、1957年9月より入院中。入院形態は不明。
 （1988年9月10日～医療保護入院へ変更した）

 

 入院歴　 ：1953年1月～1954年8月、某精神科へ入院歴あるが詳細不明。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 5:高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

5:高度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

5:高度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 5:高度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 5:高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 4:やや高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

6:非常に高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

5:高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 2:軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 5:高度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
1.心気的訴え

2.不安

3.感情的ひきこもり

4.思考解体

5.罪業感

6.緊張

7.衒気的な行動や姿勢

8.誇大性

9.抑うつ気分

10.敵意

11.疑惑

12.幻覚

13.運動減退

14.非協調性

15.思考内容の異常

16.情動鈍麻もしくは

不適切な情動

17.高揚気分

18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

9 9 9

9

Ⅳ．環境因子　評価点 [９．非該当]は、便宜上、阻害因子としてグラフ化しています

身体的には、筋力が低下し、転倒しやすく、外傷を繰り返す。精神状態的には、幻覚妄想に支配された状態が続いている。

 生年月　 : 1943年9月
 

 年齢　　 ：69歳
 

 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：糖尿病
 

 精神障害手帳：　１級
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

k.m

 既往歴　 ：昭和41年より幻覚妄想状態が発症し、自殺企図があった。
 

生活歴　 ：海田中学校卒業後、日本製鋼、広川工業所、双葉塗装などで働
いていたが、長く続かず、人がつばを吐く、腹に便を入れるなどの妄想が

 あり。外来通院していたが、改善せず入院となる。
 

 現病歴　 ：幻覚妄想状態が続いており、無為自閉的に過ごしている。
 

入院歴　 ：昭和41年1月26日瀬野川病院に措置入院。平成22年3月31日に措
 置解除となり医療保護入院となり入院継続中。現在に至る。

 

その他（趣味・嗜好など）：以前は、タバコを吸っていたが、現在は吸っ
 ていない。特に現在、目立った趣味、嗜好は、ない。

 

平成24年10月31日

基本的欲求を述べるのみで、将来への意向を語ることは、できない。 特になし。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 5:高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

5:高度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

5:高度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 5:高度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 5:高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 4:やや高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

6:非常に高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

5:高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 2:軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 5:高度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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身体的には、筋力が低下し、転倒しやすく、外傷を繰り返す。精神状態的には、幻覚妄想に支配された状態が続いている。

 生年月　 : 1943年9月
 

 年齢　　 ：69歳
 

 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：糖尿病
 

 精神障害手帳：　１級
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

k.m

 既往歴　 ：昭和41年より幻覚妄想状態が発症し、自殺企図があった。
 

生活歴　 ：海田中学校卒業後、日本製鋼、広川工業所、双葉塗装などで働
いていたが、長く続かず、人がつばを吐く、腹に便を入れるなどの妄想が

 あり。外来通院していたが、改善せず入院となる。
 

 現病歴　 ：幻覚妄想状態が続いており、無為自閉的に過ごしている。
 

入院歴　 ：昭和41年1月26日瀬野川病院に措置入院。平成22年3月31日に措
 置解除となり医療保護入院となり入院継続中。現在に至る。

 

その他（趣味・嗜好など）：以前は、タバコを吸っていたが、現在は吸っ
 ていない。特に現在、目立った趣味、嗜好は、ない。
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

4:やや高度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

6:非常に高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 1:ごく軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

4:やや高度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 1:ごく軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

3:中等度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

3:中等度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 6:非常に高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

6:非常に高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 1:ごく軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 3:中等度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 主病名　 ：精神遅滞
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

4:やや高度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

6:非常に高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 1:ごく軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

4:やや高度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 1:ごく軽度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

3:中等度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

3:中等度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 1:ごく軽度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 6:非常に高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

6:非常に高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 1:ごく軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 3:中等度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 1:ごく軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

3:中等度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 2:軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 4:やや高度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

2:軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 3:中等度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

平成25年1月7日
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 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　生活保護
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 1:ごく軽度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

3:中等度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 2:軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 4:やや高度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

2:軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

2:軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 3:中等度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 2:軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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1.心気的訴え

2.不安

3.感情的ひきこもり

4.思考解体

5.罪業感

6.緊張

7.衒気的な行動や姿勢

8.誇大性

9.抑うつ気分

10.敵意

11.疑惑

12.幻覚

13.運動減退

14.非協調性

15.思考内容の異常

16.情動鈍麻もしくは

不適切な情動

17.高揚気分

18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

平成25年1月7日
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 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　生活保護
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

1:ごく軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

1:ごく軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 生年月　 : 1942年11月
 

 年齢　　 ：70歳

現病歴　 ：Ｓ５８年にお見合いをしたところ、相手に騙されてしまい、人間
不信に陥り自閉的となる。そして次第に不眠となり、拒食傾向となっていっ
た。Ｓ５９年２月７日、家族に対しての暴言が目立つようになったため入院と
なった。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：狭心症
 

 経済（収入）：　公的年金
 

なった。
 

入院歴　 ：①島根県松江市の精神科病院約６カ月　　②Ｓ５９．２．７から
 現在、下関病院
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

1:ごく軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

1:ごく軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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 年齢　　 ：70歳

現病歴　 ：Ｓ５８年にお見合いをしたところ、相手に騙されてしまい、人間
不信に陥り自閉的となる。そして次第に不眠となり、拒食傾向となっていっ
た。Ｓ５９年２月７日、家族に対しての暴言が目立つようになったため入院と
なった。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：狭心症
 

 経済（収入）：　公的年金
 

なった。
 

入院歴　 ：①島根県松江市の精神科病院約６カ月　　②Ｓ５９．２．７から
 現在、下関病院
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 4:やや高度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

2:軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 4:やや高度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 4:やや高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

4:やや高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 1:ごく軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 3:中等度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

4:やや高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 4:やや高度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

1:ごく軽度

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

1:ごく軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

2:軽度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 4:やや高度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 4:やや高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

4:やや高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 1:ごく軽度

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 3:中等度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 2:軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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4
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 238

平成24年12月22日
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

2:軽度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 3:中等度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 2:軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

2:軽度

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 2:軽度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

3:中等度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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4
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平成24年12月22日
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

6:非常に高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

3:中等度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 6:非常に高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

6:非常に高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4
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18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

両親は他界しており、兄がキーパーソンとなっている。退院については積極
的には考えられておらず、入院継続を希望している。

12020010

平成25年1月7日

将来的なことは本人の言葉から読み取ることは出来ず、その
時々の要求に対応していく。

本人の意向 家族の意向

糖尿病については、比較的安定しているが、おやつ等の要求はあるため、自己管理は困難。
歩行状態不安定で車いすを押さないと歩けない状態。
精神状態は妄想的で外部からの指示が入りにくく、時折奇声をあげるなどの行為がみられる。

本人の意向 家族の意向

健康状態
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 生年月　 : 1944年3月
 

 年齢　　 ：68歳

生活歴　 ：同胞3人の第3子として愛媛県にて出生。中学校（特殊学級）卒業
後、実家の農業の手伝いをしていた。元来、内気な性格であった。1957（13
歳）頃、母親が他界し、一段と内向的となった。1983頃父親が他界後妄想が増
強し、仕事が手につかなくなった。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：糖尿病
 

 知的障害手帳：　Ｂ１
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 強し、仕事が手につかなくなった。
 

現病歴　 ：1982（38歳）頃、「パチパチ音がする」等の幻聴、「国会議事堂
と話せる」等の妄想が出現。同時期に父親が他界し、「父親と話ができる」な

 ど妄想が増強。
 

入院歴　 ：1983.1より、夜間不眠で食事もとらず、仏壇の前で奇声をあげる
 ようになり、1983.1.4当院入院。

 

 その他（趣味・嗜好など）：テレビ鑑賞
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

6:非常に高度

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

3:中等度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 6:非常に高度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 3:中等度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 6:非常に高度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 6:非常に高度

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

6:非常に高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

6:非常に高度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
1.心気的訴え

2.不安

3.感情的ひきこもり

4.思考解体

5.罪業感

6.緊張

7.衒気的な行動や姿勢

8.誇大性

9.抑うつ気分

10.敵意

11.疑惑

12.幻覚

13.運動減退

14.非協調性

15.思考内容の異常

16.情動鈍麻もしくは

不適切な情動

17.高揚気分
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID

両親は他界しており、兄がキーパーソンとなっている。退院については積極
的には考えられておらず、入院継続を希望している。

12020010

平成25年1月7日

将来的なことは本人の言葉から読み取ることは出来ず、その
時々の要求に対応していく。

本人の意向 家族の意向

糖尿病については、比較的安定しているが、おやつ等の要求はあるため、自己管理は困難。
歩行状態不安定で車いすを押さないと歩けない状態。
精神状態は妄想的で外部からの指示が入りにくく、時折奇声をあげるなどの行為がみられる。
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健康状態
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 生年月　 : 1944年3月
 

 年齢　　 ：68歳

生活歴　 ：同胞3人の第3子として愛媛県にて出生。中学校（特殊学級）卒業
後、実家の農業の手伝いをしていた。元来、内気な性格であった。1957（13
歳）頃、母親が他界し、一段と内向的となった。1983頃父親が他界後妄想が増
強し、仕事が手につかなくなった。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 合併症　 ：糖尿病
 

 知的障害手帳：　Ｂ１
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 強し、仕事が手につかなくなった。
 

現病歴　 ：1982（38歳）頃、「パチパチ音がする」等の幻聴、「国会議事堂
と話せる」等の妄想が出現。同時期に父親が他界し、「父親と話ができる」な

 ど妄想が増強。
 

入院歴　 ：1983.1より、夜間不眠で食事もとらず、仏壇の前で奇声をあげる
 ようになり、1983.1.4当院入院。

 

 その他（趣味・嗜好など）：テレビ鑑賞
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

1:ごく軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

1:ごく軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0
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4
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 13855311

平成25年1月7日

ここ（当院）がいいので、ここにおりたい いとこ、病院の判断に任せる。必要な手続きや支援は行う
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 生年月　 : 1946年5月
 

 年齢　　 ：66歳

 既往歴　 ：C型肝炎、胃潰瘍、大腸炎、低血圧症
 

生活歴　 ：同胞2人の第1子。中学校卒業後、鉄工所等で勤務。1979頃結婚
し、2子もうけるも、1980頃離婚。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 し、2子もうけるも、1980頃離婚。
 

現病歴　 ：1990頃自宅の電気を切ったり、水道の栓に細工をするなど奇妙な
 行動が出現。1985頃被害妄想、独語、不眠が出現。

 

入院歴　 ：1985.12.21～1987.10、1990.6.2～1991.5.10（岡病院）
 1991.5.10～1995.2.28、1995.7.13～現在（当院）

 

 その他（趣味・嗜好など）：音楽鑑賞
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

1:ごく軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

1:ごく軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

1:ごく軽度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

1:ごく軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4

6
1.心気的訴え

2.不安

3.感情的ひきこもり

4.思考解体

5.罪業感

6.緊張

7.衒気的な行動や姿勢

8.誇大性

9.抑うつ気分

10.敵意

11.疑惑

12.幻覚

13.運動減退

14.非協調性

15.思考内容の異常

16.情動鈍麻もしくは

不適切な情動

17.高揚気分

18.精神運動興奮BPRS

ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 13855311

平成25年1月7日

ここ（当院）がいいので、ここにおりたい いとこ、病院の判断に任せる。必要な手続きや支援は行う
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 生年月　 : 1946年5月
 

 年齢　　 ：66歳

 既往歴　 ：C型肝炎、胃潰瘍、大腸炎、低血圧症
 

生活歴　 ：同胞2人の第1子。中学校卒業後、鉄工所等で勤務。1979頃結婚
し、2子もうけるも、1980頃離婚。
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

 し、2子もうけるも、1980頃離婚。
 

現病歴　 ：1990頃自宅の電気を切ったり、水道の栓に細工をするなど奇妙な
 行動が出現。1985頃被害妄想、独語、不眠が出現。

 

入院歴　 ：1985.12.21～1987.10、1990.6.2～1991.5.10（岡病院）
 1991.5.10～1995.2.28、1995.7.13～現在（当院）

 

 その他（趣味・嗜好など）：音楽鑑賞
 

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子

Ⅳ．環境因子　評価点 [９．非該当]は、便宜上、阻害因子としてグラフ化しています

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．製品と

用具

２．自然環

境と人間が

もたらした

環境変化

３．支援と

関係
４．態度

５．サービ

ス・制度・政

策

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子

315



BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 3:中等度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

3:中等度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 21138110

平成25年1月7日

退院せず入院継続を希望する。退院の話をすると「私は創価学
会の普及活動のため入院をしている。退院すると困った問題が
起こる」という妄想的発言が活発になる。

家族は妹のみでほとんど病院に来ることはない。
連絡も病院名は出さずにして欲しいとの希望もあるため、退院の
ことは考えられていない様子

本人の意向 家族の意向

腰痛があり、院外に出かける時は老人車を使用しているが、痛み止めを等は使用していない。
精神状態も安定しているものの、自分の意見が通らない時は易怒的、妄想的発言が目立つ。
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 生年月　 : 1929年11月
 

 年齢　　 ：83歳

既往歴　 ：第2次世界大戦中　結核
 1995.9～　低血圧症

 

生活歴 ：同胞2人第1子として岡山で出生。幼いころに満州に渡り、現地の
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

生活歴  ：同胞2人第1子として岡山で出生。幼いころに満州に渡り、現地の
学校を中退。終戦後、帰国し洋裁やパン屋にて就労。45歳ごろ交通事故。事故
の後遺症（頭部外傷）のため、退職。その後生活保護の受給し、現在は障害年

 金受給中。
 

 現病歴　 ：1976より精神病の疑いで内科に1年弱通院。
 

 入院歴　 ：1982当院入院し、現在に至る。
 

 その他（趣味・嗜好など）：音楽鑑賞
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

0:症状なし

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

0:症状なし

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 0:症状なし

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 0:症状なし

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

0:症状なし

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 0:症状なし

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 3:中等度

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

3:中等度

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 0:症状なし

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 3:中等度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

3:中等度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

0:症状なし

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 0:症状なし

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢

0

2

4
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 21138110

平成25年1月7日

退院せず入院継続を希望する。退院の話をすると「私は創価学
会の普及活動のため入院をしている。退院すると困った問題が
起こる」という妄想的発言が活発になる。

家族は妹のみでほとんど病院に来ることはない。
連絡も病院名は出さずにして欲しいとの希望もあるため、退院の
ことは考えられていない様子

本人の意向 家族の意向

腰痛があり、院外に出かける時は老人車を使用しているが、痛み止めを等は使用していない。
精神状態も安定しているものの、自分の意見が通らない時は易怒的、妄想的発言が目立つ。
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 生年月　 : 1929年11月
 

 年齢　　 ：83歳

既往歴　 ：第2次世界大戦中　結核
 1995.9～　低血圧症

 

生活歴 ：同胞2人第1子として岡山で出生。幼いころに満州に渡り、現地の
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

生活歴  ：同胞2人第1子として岡山で出生。幼いころに満州に渡り、現地の
学校を中退。終戦後、帰国し洋裁やパン屋にて就労。45歳ごろ交通事故。事故
の後遺症（頭部外傷）のため、退職。その後生活保護の受給し、現在は障害年

 金受給中。
 

 現病歴　 ：1976より精神病の疑いで内科に1年弱通院。
 

 入院歴　 ：1982当院入院し、現在に至る。
 

 その他（趣味・嗜好など）：音楽鑑賞
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 5:高度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 5:高度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

5:高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

1:ごく軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 31411111

平成25年1月7日
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 生年月　 : 1946年10月
 

 年齢　　 ：66歳

 既往歴　 ：気管支喘息
 

生活歴　 ：同胞4人の第3子として香川県にて出生。小、中といじめにあって
いた。中学校卒業後、香川県や大阪府のお菓子屋で2年間、アンテナ会社で1年
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 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

いた。中学校卒業後、香川県や大阪府のお菓子屋で2年間、アンテナ会社で1年
 間程勤務していた。1965帰郷。1966母親を殺害し逮捕される。

 

現病歴　 ：1965頃より家族への暴力、独語や空笑が出現。1969頃刑務所内で
 奇声、意味不明な言動あり。1970統合失調症と診断される。

 

 入院歴　 ：1978.10.4～当院に入院し、現在に至る。
 

 その他（趣味・嗜好など）：音楽鑑賞、新聞を読むこと
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BPRS

1.心気的訴え
身体の健康状態についての関心の程度。身体の健康状態に関する訴えに相当
する臨床所見の有無に関わらず評価する。身体的原因があれば欄外に記入す
る。

2:軽度

2.不安
心配、過度の懸念、不安、恐怖といった主観的体験。言語的訴えのみにもとづい
て評価し、身体的徴候」からは推論しない。（後者は緊張の項で評価する。）

2:軽度

3.感情的ひきこもり
面接状況に対する関与の欠如。感情的接触を評価する。観察にもとづいてのみ
評価する。（ここでは抑うつ、不安やその他の感情の表出に由来する接触障害は
評価しない。）

0:症状なし

4.思考解体 思考形式の障害。主に観察にもとづいての評価。 4:やや高度

5.罪業感 過去の行為についての呵責。自責・自己非難。罪を受けて当然だと思う。 5:高度

6.緊張
不安（激越にまでおよぶ）、緊張。過敏焦燥の身体的および運動機能における徴
候。観察にもとづいての評価。

2:軽度

7.衒気的な行動や姿勢 風変り、常同的、不適切。奇妙な行動および、態度。観察にもとづいての評価。 1:ごく軽度

8.誇大性 過大な自己評価、優越感、異常な才能、重要性、力量、富、使命。 0:症状なし

9.抑うつ気分
悲哀、絶望、無力、悲観といった感情を訴える。重症度を評価する際には、被検
者の表情や泣く様子を考慮にいれる。しかし罪業感、運動減退、心気的訴えは考
慮にいれない。

0:症状なし

10.敵意
他者に対する敵意、軽べつ、憎悪の表情。面接場面外のイライラした、敵対的、
攻撃的行為で患者自身により報告され、最近の病歴から知られているもの。面接
者に対する敵意は非協調性の項で評価する。

0:症状なし

11.疑惑
患者に対し他者からの悪意や妨害または差別待遇があるという確信。自意識の
増加や軽度の疑惑から関係念慮や迫害も走まで含める。ここには妄想気分も含
める。

0:症状なし

12.幻覚 外界からの刺激のない近く。錯覚や明瞭な精神的表象からは区別する。 5:高度

13.運動減退 運動および会話の速度の量的低下。患者の行動観察のみから評価する。 1:ごく軽度

14.非協調性 面接者および面接状況に対する敵意と抵抗。観察にもとづく評価。 0:症状なし

15.思考内容の異常

通常では見られない、奇妙、奇怪なしく内容、すなわち強迫観念、優格観念、風
変わりな確信や理論、妄想性の曲解、すべての妄想。この項では内容の非通常
性についてのみ評価し、思考過程の解体の程度は評価しない。本面接中の非指
示的部分および指示的部分ので得られた通常では見られない思考内容は、たと
え他の項（例、心気的訴え、罪責感、誇大性、疑惑等）ですでに評価されていても
ここで再び評価する。またここで離人症（妄想性のものも非妄想性のものも含め
る）、病的嫉妬、妊娠妄想、性的妄想、空想的妄想、破局妄想、影響妄想、思考
吹入等の内容も評価する。

5:高度

16.情動鈍麻もしくは
　 不適切な情動

感情緊張の低下もしくは不適切、並びに清浄の感受性や興味、関心の明らかな
欠如。無関心、無欲症。表現された感情がその情況や思考内容に対して不適
切。観察にもどづく評価。

1:ごく軽度

17.高揚気分 健康感の増大から、多幸症と軽躁、さらに躁状態と恍惚状態まで。 0:症状なし

18.精神運動興奮 会話と駆動の料と出現率の増大。観察にもとづく評価。 1:ごく軽度

重症度を表す数字の中で患者の現在の状況を最もよく示す番号を選択して下さい。 選択肢
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ＩＣＦ関連図 日　付

患者ID 31411111

平成25年1月7日
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 生年月　 : 1946年10月
 

 年齢　　 ：66歳

 既往歴　 ：気管支喘息
 

生活歴　 ：同胞4人の第3子として香川県にて出生。小、中といじめにあって
いた。中学校卒業後、香川県や大阪府のお菓子屋で2年間、アンテナ会社で1年

心身機能 身体構造 活動と参加

本人の意向 家族の意向

健康状態

環境因子 個人因子

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．精神機能

２．感覚機能

と痛み

３．音声と発

話の機能

４．心血管

系・血液系・

免疫系・呼吸

器系の機能

５．消化器

系・代謝系・

内分泌系の

機能

６．尿路・性・

生殖の機能

７．神経筋骨

格と運動に関

連する機能

８．皮膚およ

び関連する構

造の機能

Ⅰ.心身機能 章別【第１評価点】の平均

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．神経系の

構造

２．目・耳およ

び関連部位の

構造

３．音声と発

話に関わる構

造

４．心血管

系・免疫系・呼

吸器系の構造

５．消化器

系・代謝系・内

分泌系に関連

した構造

６．尿路性器

系および生殖

系に関連した

構造

７．運動に関

連した構造

８．皮膚およ

び関連部位の

構造

Ⅱ．身体構造 章別【評価点】の平均

第１評価点

第２評価点

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

１．学習と知

識の応用

２．一般的な

課題と要求

３．コミュニ

ケーション

４．運動・移

動

５．セルフケ

ア
６．家庭生活

７．対人関係

８．主要な生

活領域

９．コミュニ

ティライフ・社

会生活・市…

Ⅲ．活動と参加 章別 【評価点】の平均

実行状況

能力

１．製品と

用具

Ⅳ．環境因子 章別【第１評価点】の平均

阻害因子

促進因子  

 性別　　 ：男
 

 主病名　 ：統合失調症
 

 障害者手帳：未所持
 

 障害程度区分：　未申請
 

 経済（収入）：　公的年金
 

いた。中学校卒業後、香川県や大阪府のお菓子屋で2年間、アンテナ会社で1年
 間程勤務していた。1965帰郷。1966母親を殺害し逮捕される。

 

現病歴　 ：1965頃より家族への暴力、独語や空笑が出現。1969頃刑務所内で
 奇声、意味不明な言動あり。1970統合失調症と診断される。

 

 入院歴　 ：1978.10.4～当院に入院し、現在に至る。
 

 その他（趣味・嗜好など）：音楽鑑賞、新聞を読むこと
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